
一
．
は
じ
め
に

　

銭
弘
俶
塔
は
、
イ
ン
ド
の
阿
育
王
（
ア

シ
ョ
ー
カ
王
）
が
八
万
四
千
塔
を
造
塔
し

た
と
い
う
故
事
に
な
ら
っ
て
、
中
国
の
五

代
十
国
時
代
（
一
〇
世
紀
後
半
）
の
呉
越

国
王
銭
弘
俶
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
金
属
製

の
小
塔
で
、
仏
教
経
典
を
納
め
た
法
舎
利

塔
で
あ
る
（
飛
鳥
資
料
館
二
〇
一
八
、
服

部
二
〇
一
六
）。
銭
弘
俶
塔
は
四
面
か
ら

構
成
さ
れ
る
塔
身
部
と
、
そ
の
上
部
の
四

隅
に
方
立
と
称
す
る
隅
飾
を
付
け
、
中
央

に
相
輪
を
立
て
る
構
造
を

持
つ
。
塔
身
部
は
下
部
よ

り
基
台
、
塔
身
、
屋
蓋
と

呼
ば
れ
て
い
る
（
図
１
）。

日
本
に
お
い
て
銭
弘
俶
塔

は
破
片
も
含
め
て
一
二
点

確
認
さ
れ
て
い
る
（
飛
鳥

資
料
館
二
〇
一
八
）。
本

稿
に
挙
げ
る
大
峰
山
出
土

銭
弘
俶
塔
（
以
下
、
大
峰
山
出
土
品
）
は

そ
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。

　

大
峰
山
出
土
品
は
、
平
成
一
七
（
二
〇

〇
五
）
年
の
大
峰
山
寺
本
堂
北
西
に
お
け

る
ト
レ
ン
チ
調
査
を
き
っ
か
け
に
発
見
さ

れ
た
資
料
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
二
〇
〇
六
）
と
、
同
地
周
辺
で
平
成
一

三
（
二
〇
〇
一
）
年
に
表
採
さ
れ
た
資
料

（
森
下
二
〇
〇
七
）
の
二
片
で
あ
る
。
大

峰
山
出
土
品
は
、
塔
身
部
一
片
（
以
下
、

塔
身
片
）
と
方
立
一
片
（
以
下
、
方
立
片
）

の
計
二
片
か
ら
な
る
（
図
２
、
図
３
）。

　

塔
身
片
は
全
長
九
・
一
㎝
を
は
か
り
、

各
部
品
を
鋳
製
し
て
組
み
合
わ
せ
る
も
の

で
、
四
面
の
う
ち
の
一
面
に
あ
た
る
。
塔

自
身
は
総
高
二
一
㎝
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

錆
化
が
著
し
く
図
像
は
不
明
瞭
だ
が
、
塔

身
上
部
に
は
カ
ー
ラ
、
中
央
の
ア
ー
チ
型

龕
の
内
部
に
は
月
光
王
損
捨
宝
首
譚
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面
が
表
さ
れ
て
い
る
。

龕
の
外
側
柱
隅
に
は
ガ
ル
ダ
が
配
さ
れ
る
。

基
台
上
部
に
は
柱
頭
飾
り
付
擬
柱
と
禅
定

印
の
挫
仏
が
交
互
に
配
さ
れ
、
基
台
下
部

は
蓮
華
文
帯
が
巡
る
（
図
２
）
と
報
告
さ

れ
て
い
る
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究

所
二
〇
〇
六
）。

　

方
立
片
は
馬
耳
状
の
隅
飾
で
、
高
さ
四

七
・
五
㎜
（
本
体
三
七
㎜
）
を
は
か
る
。

方
立
は
外
側
に
仏
伝
図
を
配
し
、内
側
（
相

輪
側
）
に
神
将
像
を
表
す
（
森
下
二
〇
〇

七
）。

　

塔
身
片
は
ほ
ぼ
全
面
が
砂
粒
を
巻
き
込

ん
だ
腐
食
生
成
物
で
覆
わ
れ
て
お
り
、所
々

に
う
か
が
え
る
緑
青
か
ら
銅
を
含
む
製
品

で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
た
。
一
方
、
方

立
片
は
、
全
体
が
緑
青
で
覆
わ
れ
、
黒
色

な
い
し
淡
緑
灰
色
を
呈
し
て
い
た
。

　

本
稿
で
は
、
大
峰
山
出
土
品
に
つ
い
て

表
面
分
析
に
よ
る
材
質
調
査
を
実
施
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
。

　
二
．
調
査
の
方
法

　

調
査
対
象
は
、
先
述
の
通
り
、
大
峰
山

出
土
銭
弘
俶
塔
片
二
点
で
あ
る
。
観
察
の

後
、
蛍
光
Ｘ
線
分
析
を
実
施
し
た
。

　

蛍
光
Ｘ
線
分
析
法
は
、
試
料
に
Ｘ
線
を

照
射
し
た
時
に
発
生
す
る
蛍
光
Ｘ
線
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
及
び
強
度
か
ら
、
試
料
に
含
ま

れ
る
元
素
を
特
定
す
る
手
法
で
あ
る
。
物

質
を
構
成
す
る
最
小
単
位
で
あ
る
原
子
は
、

原
子
核
と
そ
の
周
囲
を
周
回
す
る
電
子
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
子
に
Ｘ
線
を

照
射
す
る
と
、
内
殻
に
あ
る
電
子
が
励
起

さ
れ
て
殻
外
に
は
じ
き
出
さ
れ
、
空
孔
が

で
き
る
。
こ
の
空
孔
に
外
殻
の
電
子
が
遷

移
す
る
こ
と
で
原
子
は
安
定
す
る
。
こ
の

時
に
生
じ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
差
が
蛍
光
Ｘ

線
と
し
て
放
出
さ
れ
る
。
原
子
の
持
つ
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
固
有
で
あ
る
た
め
、
蛍
光
Ｘ
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図３　大峰山出土銭弘俶塔　　　　
　　　の方立片

図４　大峰山出土銭弘俶塔の蛍光Ｘ線スペクトル（測定点全箇所）

図２　大峰山出土銭弘俶塔の塔身片（左は透過Ｘ線画像）



線
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
原
子
に
よ
り
異
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
蛍
光
Ｘ
線
の
ス
ペ
ク
ト
ル

を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
物
質
に
含
ま
れ

る
元
素
の
種
類
を
特
定
で
き
、
強
度
か
ら

そ
の
含
有
量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

蛍
光
Ｘ
線
分
析
に
は
日
本
電
子
社
製
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置

Ｊ
Ｓ
Ｘ-

三
一
〇
〇
Ｒ
Ⅱ
を
用
い
、
非
破

壊
に
よ
る
測
定
を
実
施
し
た
。
こ
の
装
置

の
Ｘ
線
源
は
ロ
ジ
ウ
ム
（
Rh
）
で
あ
る
。

測
定
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｘ
線
を
発
生
さ
せ

る
た
め
の
管
電
圧
を
五
〇
kV
（
管
電
流
は

自
動
調
整
）、
照
射
径
を
一
mm
と
し
、
大

気
雰
囲
気
下
で
一
〇
〇
秒
間
測
定
を
行
っ

た
。
本
装
置
は
、
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
・

パ
ラ
メ
ー
タ
法
（
Ｆ
Ｐ
法
）
に
よ
る
元
素

含
有
量
の
自
動
算
出
が
可
能
で
あ
る
。
Ｆ

Ｐ
法
は
一
次
Ｘ
線
の
ス
ペ
ク
ト
ル
分
布
や

質
量
吸
収
計
数
、
蛍
光
収
率
と
い
っ
た
物

理
定
数
か
ら
理
論
的
に
元
素
含
有
量
を
計

算
す
る
方
法
で
、
検
出
さ
れ
た
全
元
素
含

有
量
の
合
計
が
一
〇
〇
％
と
な
る
よ
う
に

自
動
計
算
さ
れ
る
。
今
回
の
分
析
は
非
破

壊
に
よ
る
表
面
分
析
で
あ
り
、
対
象
と
す

る
資
料
の
表
面
状
態
も
一
様
で
は
な
い
た

め
、
形
状
的
な
測
定
条
件
が
成
分
組
成
に

大
き
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
算
出
さ
れ
た
元
素
含
有
量
は
参

考
値
と
し
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

測
定
箇
所
は
、
塔
身
片
三
カ
所
（
屋
蓋

一
カ
所
、
基
台
二
カ
所
）
と
方
立
三
カ
所

の
計
六
カ
所
で
あ
る
。

　

塔
身
片
は
す
べ
て
裏
面
で
、
基
台
裾
部

両
端
各
一
カ
所
ず
つ（
表
１
中
の
塔
身
Ｐ-

１
及
び
Ｐ-

２
）
と
屋
蓋
の
中
央
上
部
（
表

１
中
の
塔
身
Ｐ-

３
）の
計
三
カ
所
で
あ
る
。

屋
蓋
の
中
央
上
部
は
若
干
黄
褐
色
を
帯
び

た
な
め
ら
か
な
面
を
呈
し
て
い
た
。
基
台

裾
両
端
部
は
い
ず
れ
も
緑
青
色
で
、
微
細

な
凹
凸
を
有
す
る
ポ
ー
ラ
ス
な
状
態
を
呈

し
て
い
た
。
な
お
、
概
報
に
よ
れ
ば
、
塔

身
片
の
一
部
に
鍍
金
が
残
る
と
さ
れ
て
い

る
が
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
二

〇
〇
六
）、
本
分
析
に
伴
う
観
察
で
は
鍍

金
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

方
立
は
塔
身
片
に
比
較
し
て
金
属
質
の

遺
存
状
態
が
良
好
で
、
全
体
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
と
思
わ
れ
る
金
属
が
確
認
で
き
た
。
測

定
箇
所
は
、
内
側
（
相
輪
側
）
の
仏
像
の

頭
頂
部
一
カ
所
（
表
１
中
の
方
立
Ｐ-

１
）、

外
側
の
二
面
の
仏
伝
図
が
合
わ
さ
り
角
を

成
す
部
分
一
カ
所
（
表
１
中
の
方
立
Ｐ-

２
）、
屋
蓋
と
の
接
合
部
分
の
外
側
一
カ

所
（
表
１
中
の
方
立
Ｐ-

３
）
の
計
三
カ

所
で
あ
る
。
測
定
箇
所
の
一
例
を
図
５
に

示
し
た
。

三
．
結　

果

　

分
析
の
結
果
、
塔
身
・
方
立
と
も
に
Cu

（
銅
）、
Sn
（
錫
）、
Pb
（
鉛
）
を
多
く
含

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表
１
、
図

４
）。
ま
た
、
As
（
ヒ
素
）
も
わ
ず
か
に

検
出
し
て
い
る
。
ご
く
わ
ず
か
な
が
ら
Ag

（
銀
）
と
Sb
（
ア
ン
チ
モ
ン
）
の
ピ
ー
ク

も
確
認
さ
れ
た
。

　

塔
身
片
に
お
い
て
は
、
Pb
の
含
有
量
が

五
〇
wt
％
を
超
え
る
箇
所
が
複
数
見
ら
れ
、

Cu
よ
り
も
顕
著
に
検
出
す
る
箇
所
が
確
認

さ
れ
た
。
一
方
、
方
立
に
お
い
て
は
、
Cu

を
顕
著
に
検
出
す
る
傾
向
を
示
し
た
。
主

要
成
分
と
考
え
ら
れ
る
Cu
、
Sn
、
Pb
の
含

有
量
は
、
破
片
や
測
定
箇
所
に
よ
っ
て
異

な
り
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
測
定
箇
所
の
凹
凸
や
腐
食

生
成
物
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
本
分
析
結
果
か
ら
、
二
片
の

金
属
組
成
を
把
握
す
る
た
め
、
単
純
に
分

析
値
の
平
均
を
取
る
な
ど
の
処
理
は
行
え

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

各
所
の
組
成
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、

大
峰
山
出
土
品
の
方
立
片
・
塔
身
片
は
い

ず
れ
も
Cu
、
Sn
、
Pb
を
主
成
分
と
す
る
青

銅
製
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

先
述
の
通
り
、
正
確
に
こ
れ
ら
の
成
分
の

割
合
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
本
分

析
資
料
二
片
は
表
面
状
態
に
差
違
が
あ
り
、

分
析
結
果
を
単
純
に
比
較
で
き
な
い
が
、

主
要
成
分
等
の
検
討
か
ら
二
資
料
は
一
体

を
成
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
一
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表１　大峰山出土銭弘俶塔の蛍光X線分析の結果　※FP法による元素含有量（Wt%）

図５　測定箇所の一例
（塔身片基台P－２部分）



方
、
本
分
析
の
対
象
と
し
た
塔
身
片
に
つ

い
て
は
、
一
部
に
鍍
金
が
残
さ
れ
て
い
る

と
の
報
告
が
成
さ
れ
て
い
る
が
（
奈
良
県

立
橿
原
考
古
学
研
究
所
二
〇
〇
六
）、
本

分
析
に
お
い
て
は
、
鍍
金
の
根
拠
と
な
る

Au
（
金
）、
Hg
（
水
銀
）
等
は
検
出
さ
れ

て
お
ら
ず
、
本
分
析
結
果
か
ら
、
鍍
金
の

有
無
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

四
、
ま
と
め

　

本
分
析
で
は
、
大
峰
山
寺
本
堂
付
近
よ

り
発
見
さ
れ
た
銭
弘
俶
塔
の
破
片
（
塔
身
・

方
立
）
を
蛍
光
Ｘ
線
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

い
ず
れ
も
Cu
、
Sn
、
Pb
を
主
成
分
と
す
る

青
銅
製
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
結
果

が
得
ら
れ
た
。

　

銭
弘
俶
塔
に
つ
い
て
は
、
西
田
紀
子
ら

を
中
心
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
国

内
所
蔵
品
の
蛍
光
Ｘ
線
分
析
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
（
飛
鳥
資
料
館
二
〇
一
八
）。

本
稿
執
筆
時
点
で
は
結
果
は
公
表
さ
れ
て

い
な
い
も
の
の
い
ず
れ
公
表
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
本
分
析
結
果
が
国
内
で
確

認
さ
れ
て
い
る
銭
弘
俶
塔
と
の
比
較
検
討

の
材
料
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
調
査
報
告
に
ご

快
諾
い
た
だ
い
た
宗
教
法
人
大
峰
山
寺
様

に
は
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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』

服
部
敦
子
二
〇
一
六｢

銭
弘
俶
八
万
四
千
塔
の

造
立
と
信
仰｣
『
祈
り
を
こ
め
た
小
塔
』
飛

鳥
資
料
館
図
録
第
六
五
冊

森
下
惠
介
二
〇
〇
七
「
金
峯
山
上
の
銭
弘
俶
塔
」
　

『
日
中
交
流
の
考
古
学
』
同
成
社

瞬
く
間
に
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
〇
一
二
年
に
は
、
中
国
十
大
考
古
発
見

の
一
つ
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
世

界
重
大
田
野
考
古
発
見
に
も
選
出
さ
れ
た
。

一
方
で
、
中
国
考
古
学
に
関
わ
る
研
究
者

を
除
く
と
、
日
本
国
内
で
の
知
名
度
は
比

較
的
低
い
。
中
国
黄
河
上
・
中
流
域
の
黄

土
高
原
地
帯
と
い
う
日
本
列
島
か
ら
は
離

れ
た
地
で
の
調
査
で
あ
る
た
め
、
な
じ
み

が
な
い
と
感
じ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
発
見
は
東
ア
ジ

ア
全
体
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
国
家
形
成
段
階
の
社
会

を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
と
い
う
意
味

で
も
非
常
に
面
白
い
事
例
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
簡
単
に
で
は
あ
る
が
本
稿
で
紹
介

す
る
。

二
、
石
峁峁
遺
跡
の
概
要

　

石
峁峁
遺
跡
は
、
黄
河
の
支
流
で
あ
る
禿

尾
河
と
そ
の
支
流
の
洞
川
溝
が
交
わ
る
付

近
に
所
在
し
、
海
抜
一
一
〇
〇
～
一
三
〇

〇
ｍ
の
丘
陵
上
に
あ
る
（
図
１
）。
一
九

二
〇
年
代
後
半
に
は
既
に
こ
の
地
域
出
土

と
さ
れ
る
玉
器
が
知
ら
れ
て
お
り
、
一
九

七
六
年
以
降
に
は
数
回
に
わ
た
り
現
地
で

の
踏
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
石
器
や
玉
器
、

土
器
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。
一
九
八
一
年

に
は
は
じ
め
て
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

大
量
の
玉
器
や
石
像
な
ど
が
注
目
さ
れ
た
。

一
方
で
、
遺
跡
規
模
や
時
期
、
文
化
背
景

な
ど
の
問
題
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
二
〇
一
一
年
か
ら
陝
西
省
考
古

研
究
院
を
中
心
と
し
た
発
掘
隊
が
組
織
さ

れ
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
や
分
布
調
査
が

進
め
ら
れ
た
（
陝
西
省
考
古
研
究
院
ほ
か

二
〇
一
三
）。

　

石
峁峁
遺
跡
の
主
要
部
分
は
城
址
で
あ
り
、

「
皇
城
台
」
と
呼
ば
れ
る
台
状
の
施
設
を

中
心
と
し
て
、
石
垣
で
囲
ま
れ
た
内
城
、

さ
ら
に
そ
の
東
南
側
を
広
く
取
り
囲
む
外

城
、
と
い
う
三
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る

（
図
２
）。
皇
城
台
は
山
を
削
り
だ
し
て
方

形
に
近
い
高
ま
り
を
造
り
、
外
周
に
石
を

階
段
状
に
積
み
上
げ
て
覆
う
よ
う
に
し
て

構
築
さ
れ
て
い
る
。
外
城
ま
で
を
含
め
た

総
面
積
は
四
〇
〇
万
㎡
に
及
ぶ
。
皇
城
台

や
内
・
外
城
の
石
垣
に
は
、
城
門
・
櫓
・

馬
面
な
ど
の
遺
構
が
あ
る
。
特
に
、
二
〇

一
二
年
か
ら
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た

外
城
東
門
址
で
は
、
非
常
に
複
雑
な
構
造

を
持
つ
城
門
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
遺
跡

内
か
ら
は
住
居
址
や
犠
牲
坑
・
壁
画
・
玉

器
・
瓦
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

　

遺
跡
の
性
格
に
つ
い
て
、
発
掘
報
告
で

は
「
龍
山
晩
期
か
ら
夏
代
早
期
の
時
期
に

営
ま
れ
た
超
大
型
中
心
集
落
」、「
当
時
の

北
方
文
化
圏
の
核
心
的
地
位
に
あ
っ
た
集

落
」
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
城

内
は
縦
横
無
尽
に
走
る
谷
筋
に
よ
っ
て
居

一
、
は
じ
め
に

　

陝
西
省
神
木
県
に
所
在
す
る
石
峁峁
（
シ
ー

マ
オ
）
遺
跡
は
、
以
前
か
ら
そ
の
存
在
は

知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
本
格
的
な
考
古

学
的
調
査
が
開
始
さ
れ
た
二
〇
一
一
年
以

降
、
非
常
に
目
覚
ま
し
い
発
見
が
相
次
ぎ
、
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住
に
は
適
さ
な
い
地
勢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

城
は
一
種
の
特
殊
な
建
築
で
、
例
え
ば
戦

争
の
際
の
短
期
的
防
御
施
設
だ
っ
た
と
推

察
す
る
研
究
者
も
い
る
（《
考
古
与
文
物
》

編
輯
部
二
〇
一
三
）。

　

石
峁峁
遺
跡
の
遺
構
・
遺
物
の
年
代
に
関

し
て
は
現
在
も
様
々
な
意
見
が
あ
る
も
の

の
、
陝
西
省
考
古
研
究
院
ほ
か
調
査
機
関

の
見
解
と
し
て
は
、
前
期
と
後
期
の
二
時

期
が
あ
り
、
前
期
を
紀
元
前
二
三
〇
〇
～

二
一
〇
〇
年
、
後
期
を
紀
元
前
二
一
〇
〇

～
一
八
〇
〇
年
と
し
て
い
る
。
中
国
で
一

般
的
な
時
期
名
称
で
い
え
ば
、
龍
山
文
化

晩
期
か
ら
二
里
頭
文
化
早
期
に
相
当
す
る
。

た
だ
し
、
二
里
頭
遺
跡
の
最
新
の
研
究
成

果
に
よ
る
と
、
二
里
頭
文
化
早
期
（
一
期
・

二
期
）
は
紀
元
前
一
七
五
〇
～
一
六
一
〇

年
、
二
里
頭
文
化
晩
期
（
三
期
・
四
期
）

は
紀
元
前
一
六
一
〇
～
一
五
二
〇
年
と
さ

れ
て
い
る
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究

所
二
〇
一
四
）。
こ
の
た
め
、
石
峁峁
遺
跡

と
二
里
頭
遺
跡
の
絶
対
年
代
と
時
期
表
記

に
は
若
干
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。
今
後

さ
ら
に
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
や
土
器
の

編
年
研
究
が
進
ん
だ
段
階
で
、
両
者
の
齟

齬
は
修
正
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

石
峁峁
遺
跡
に
関
す
る
考
古
学
的
研
究
で

重
要
な
成
果
は
多
方
面
に
及
ぶ
が
、
今
回

は
一
部
の
成
果
と
そ
れ
ら
に
関
す
る
諸
問

題
を
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

三
、
石
峁峁
遺
跡
の
調
査
成
果
と
諸
問
題

①
城
郭
構
造
の
起
源
と
系
譜

　
「
城
郭
」
と
は
、
内
城
と
外
郭
（
外
城
）

の
城
壁
配
置
を
持
つ
構
造
を
示
す
（
張
国

碩
ほ
か
二
〇
一
四
）。
基
本
的
に
は
内
城

が
最
高
統
治
者
の
安
全
を
保
障
す
る
施
設
、

外
郭
が
一
般
居
住
民
の
生
命
を
守
る
た
め

の
機
能
を
持
つ
。
二
里
頭
遺
跡
は
、
面
積

三
〇
〇
万
㎡
以
上
の
大
規
模
遺
跡
で
あ
る

が
、
内
城
と
外
郭
は
な
く
、
自
然
の
障
壁

が
一
定
程
度
の
防
御
機
能
を
持
つ
の
み
で

あ
る
。
続
く
商
代
に
な
る
と
、
鄭
州
商
城
、

偃
師
商
城
、
洹
北
商
城
な
ど
多
数
の
城
郭

を
持
つ
遺
跡
が
出
現
す
る
。
さ
か
の
ぼ
っ

て
新
石
器
時
代
末
期
の
事
例
を
紹
介
す
る

と
、
江
蘇
省
連
雲
港
藤
花
落
（
内
外
城
含

め
て
面
積
一
八
万
㎡
）、
四
川
省
新
津
宝

墩
城
址
（
内
外
城
含
め
て
二
六
八
万
㎡
）、

山
西
省
襄
汾
陶
寺
遺
跡
（
大
城
二
八
〇
万

㎡
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
石
峁峁
遺
跡
は

前
後
の
時
期
の
城
郭
と
比
較
し
て
も
、
最

大
級
の
規
模
を
有
す
る
こ
と
が
分
か
る
。

加
え
て
、
外
城
東
門
址
は
そ
の
後
の
城
郭

都
市
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
な
複
雑
な
構
造

で
高
い
防
御
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
（
図
３
）。
石
峁峁
遺
跡
の
中
心
的

施
設
で
あ
る
皇
城
台
に
も
、
防
御
の
た
め

の
複
雑
な
構
造
を
持
つ
門
址
が
あ
る
（
図

４
）。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
構
造
は
城
郭

研
究
に
と
っ
て
重
大
な
発
見
と
い
え
る
。

　

な
お
、
石
積
み
の
城
壁
そ
の
も
の
は
、

新
石
器
時
代
末
期
の
内
蒙
古
自
治
区
内
で

既
に
散
見
さ
れ
、
黄
土
高
原
地
帯
の
中
で

系
譜
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

石
峁峁
遺
跡
で
は
石
壁
内
に
木
の
柱
が
あ
り
、

よ
り
頑
丈
な
構
造
に
な
る
よ
う
工
夫
さ
れ

て
い
る
点
や
、
壁
画
が
存
在
す
る
点
な
ど

で
違
い
が
あ
る
。

②
多
様
な
文
化
要
素
の
混
在

　

石
峁峁
遺
跡
で
み
ら
れ
る
遺
構
・
遺
物
は
、

周
辺
の
様
々
な
文
化
要
素
と
の
類
似
性
を

5�

図１　中国黄河上・中流域における石峁峁遺跡の位置
（筆者作成）　　　　　　　　　　　　

図２　石峁峁遺跡全体平面図（陝西省考古研究院2017）
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持
ち
、
地
域
間
交
流
の
活
発
さ
が
う
か
が

え
る
。

　

ま
ず
、
土
器
様
式
と
し
て
は
内
蒙
古
中

南
部
か
ら
陝
西
北
部
、
山
西
中
北
部
を
中

心
に
類
似
性
が
高
い
。
こ
れ
は
「
鬲
」
と

い
う
内
部
が
空
洞
の
三
足
が
付
い
た
土
器

（
図
５-

１
・
２
）
を
代
表
と
す
る
、
い
く

つ
か
の
器
種
セ
ッ
ト
が
こ
の
地
域
全
体
に

分
布
し
て
お
り
、
そ
の
型
式
的
変
化
が
共

通
す
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い

る
（
齊
藤
二
〇
一
四
ほ
か
）。

　

玉
器
に
つ
い
て
は
、
石
家
河
文
化
な
ど

の
長
江
中
流
域
か
ら
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
岡
村
秀
典
は
、
玉
鷹

紋
笄
と
玉
虎
頭
（
図
５-

９
・
11
）
に
つ

い
て
、
石
家
河
文
化
後
期
に
つ
く
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
中
原
を
経
由
し
て
石
峁峁
ま
で
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
見
解
を
提
示

し
て
い
る
（
岡
村
一
九
九
九
）。

　

彩
絵
土
器
は
、
山
西
省
南
部
（
晋
南
）

の
陶
寺
遺
跡
の
副
葬
土
器
と
の
類
似
性
が

高
い
（
図
５-

３
～
５
）。

　

さ
ら
に
、
石
峁峁
遺
跡
で
は
、
石
に
人
の

顔
や
体
、
紋
様
を
刻
ん
だ
石
人
像
も
出
土

し
て
い
る
（
図
５-

６
）。
こ
れ
ら
は
紀
元

前
二
五
〇
〇
～
一
七
〇
〇
年
頃
に
シ
ベ
リ

ア
南
部
に
栄
え
た
青
銅
器
文
化
で
あ
る
、

オ
ク
ネ
フ
文
化
の
石
人
像
（
図
５-

７
）

と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
郭
物

二
〇
一
三
）。
一
方
で
、
紀
元
前
二
五
〇

〇
～
一
五
〇
〇
頃
に
新
疆
に
栄
え
た
切
木

尓
切
克
（Chem

urchek

）
文
化
と
も
類

似
す
る
。
直
接
の
伝
播
元
は
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
西
北
か
ら
の
影
響
に
よ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
石
峁峁
遺
跡
は
、
土
器
に
代

表
さ
れ
る
日
常
的
な
モ
ノ
に
つ
い
て
は
基

本
的
に
在
地
の
系
譜
を
持
つ
一
方
、
玉
器

や
彩
絵
土
器
、
石
人
像
な
ど
非
日
常
的
な

モ
ノ
は
、
周
辺
の
様
々
な
地
域
か
ら
の
影

響
を
反
映
し
て
い
る
。

③
立
地
と
生
活
様
式

　

遺
跡
が
位
置
す
る
の
は
山
上
で
あ
り
、

現
代
に
お
い
て
も
こ
こ
で
の
生
活
は
非
常

に
不
便
で
あ
る
。
最
大
一
〇
〇
ｍ
の
高
低

差
を
行
き
来
し
て
河
川
の
水
を
得
る
の
も

大
変
で
あ
り
、
な
ぜ
当
時
の
人
々
は
こ
の

よ
う
な
場
所
に
集
落
を
つ
く
っ
た
の
か
、

疑
問
が
生
じ
る
。

　

李
伯
謙
は
、
現
在
の
環
境
か
ら
は
こ
の

よ
う
な
巨
大
な
城
市
が
出
現
し
た
と
は
信

じ
が
た
い
た
め
、
環
境
変
化
に
つ
い
て
の

研
究
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る（《
考

古
与
文
物
》
編
輯
部
二
〇
一
三
）。
遺
跡

が
位
置
す
る
陝
晋
高
原
は
、「
農
牧
交
錯

地
帯
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
農
耕
文
化
と

牧
畜
文
化
と
が
交
錯
す
る
地
理
的
条
件
が
、

こ
の
よ
う
な
石
積
み
の
城
郭
の
出
現
に
つ

な
が
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
趙
志
軍
に
よ
る
と
、
出
土
し
た
植
物

遺
存
体
は
ア
ワ
と
キ
ビ
が
主
体
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
農
耕
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
（《
考
古
与
文
物
》
編

輯
部
二
〇
一
三
）。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
内
蒙
古
自
治

区
朱
開
溝
遺
跡
に
お
い
て
ヒ
ツ
ジ
骨
の
比

率
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
青
銅

器
時
代
初
期
に
生
業
の
中
で
の
牧
畜
の
比

重
が
高
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
内
蒙
古

自
治
区
文
物
考
古
研
究
所
ほ
か
編
二
〇
〇

〇
）。
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
ま
で
陝
晋
高

原
で
も
農
耕
が
主
た
る
生
業
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

地
形
条
件
の
中
で
は
農
耕
以
外
に
狩
猟
や

採
集
な
ど
も
合
わ
せ
た
、
多
角
的
な
食
糧

獲
得
戦
略
を
持
っ
て
い
た
と
み
る
の
が
自

然
だ
ろ
う
。
今
後
の
植
物
・
動
物
遺
存
体

に
関
す
る
デ
ー
タ
、
お
よ
び
出
土
石
器
の

報
告
を
待
っ
て
、
検
討
を
お
こ
な
い
た
い

課
題
で
あ
る
。

④
中
原
地
域
と
北
方
地
域
の
関
係

　

か
つ
て
は
、「
中
原
一
元
論
」
と
し
て
、

中
国
の
発
展
は
中
原
地
域
に
は
じ
ま
り
、

い
わ
ゆ
る
夏
王
朝
や
殷
・
周
の
歴
代
王
朝

が
盛
衰
し
、
中
原
の
先
進
的
な
技
術
や
文

化
が
そ
の
周
辺
地
域
の
文
化
へ
と
影
響
を

及
ぼ
し
た
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
様
々
な
地
方
で
の
調
査
・
研
究
が
進

展
し
た
こ
と
で
、
文
化
発
展
は
多
元
的
で

あ
り
、
相
互
に
影
響
し
あ
う
こ
と
で
融
合
・
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図３　外城東門址平面図（陝西省考古研究院ほか2015）

図４　皇城台東部遠景（陝西省考古研究院ほか2017）
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変
容
が
進
ん
だ
と
い
う
見
方
が
一
般
的
と

な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
城

郭
や
宮
殿
・
都
城
の
出
現
や
階
層
的
な
社

会
組
織
の
出
現
な
ど
、
国
家
あ
る
い
は
王

朝
の
諸
条
件
に
な
る
よ
う
な
要
素
は
、
や

は
り
中
原
地
域
で
先
行
し
た
と
み
る
研
究

者
は
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
の
石

峁峁
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
地
域
、
特

に
中
国
北
方
地
域
で
の
新
た
な
調
査
に
よ
っ

て
、
中
原
地
域
か
ら
周
辺
へ
、
と
い
う
文

化
的
影
響
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
状
況
が
多

く
見
え
て
き
た
と
い
え
る
。

　

河
南
省
を
中
心
に
成
立
し
た
青
銅
器
時

代
初
期
の
文
化
で
あ
る
二
里
頭
文
化
で
は
、

青
銅
容
器
の
鋳
造
や
大
型
建
物
の
出
現
、

階
層
的
な
墓
制
、
華
美
な
装
飾
品
な
ど
、

新
石
器
時
代
末
期
か
ら
の
変
化
が
顕
著
に

表
れ
る
。
そ
の
高
い
技
術
や
社
会
の
複
雑

性
は
、
同
時
期
の
周
辺
の
地
域
と
は
ま
っ

た
く
異
質
で
、
研
究
者
に
よ
っ
て
は
「
初

期
国
家
」
段
階
と
み
る
場
合
も
あ
る
（
許

宏
二
〇
〇
六
）。
石
峁峁
遺
跡
に
お
い
て
み

ら
れ
る
、
長
江
流
域
な
ど
の
遠
隔
地
を
含

め
た
多
様
な
地
域
の
文
化
要
素
が
混
ざ
り

合
っ
た
状
況
は
、
こ
の
二
里
頭
文
化
に
お

け
る
状
況
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
社
会

変
化
と
文
化
要
素
の
混
在
・
融
合
と
の
間

に
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
が
あ

る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
普
遍
的

な
問
い
に
関
し
て
、
石
峁峁
遺
跡

や
二
里
頭
文
化
の
研
究
が
一
つ

の
手
が
か
り
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。

四
、
お
わ
り
に

　

今
回
は
、
二
〇
一
一
年
以
降

の
発
掘
調
査
が
進
む
中
、
国
内

外
で
注
目
さ
れ
て
い
る
石
峁峁
遺

跡
に
つ
い
て
、
簡
単
な
概
要
と

関
連
す
る
考
古
学
的
研
究
上
の

諸
問
題
を
紹
介
し
た
。
石
峁峁
遺

跡
の
発
見
を
き
っ
か
け
に
、
従

来
の
認
識
で
は
い
わ
ば
「
辺
境
」

で
あ
っ
た
陝
晋
高
原
に
大
規
模

な
城
郭
構
造
を
持
つ
集
落
遺
跡

が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
そ
の
土
器
様
式
は
陝

晋
高
原
か
ら
内
蒙
古
中
南
部
に

か
け
て
の
地
域
と
共
通
し
て
お
り
、
在
地

の
土
器
文
化
の
系
譜
に
連
な
る
が
、
玉
器

や
石
人
像
、
石
の
レ
リ
ー
フ
紋
様
、
彩
絵

土
器
な
ど
、
周
辺
の
様
々
な
文
化
要
素
が

混
ざ
り
合
っ
て
共
存
し
て
い
る
現
象
も
見

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
、

我
々
は
従
来
の
中
原
と
周
辺
地
域
と
の
関

係
や
初
期
王
朝
形
成
期
の
歴
史
観
を
再
考

す
る
べ
き
局
面
に
あ
る
。
石
峁峁
遺
跡
の
調

査
を
皮
切
り
に
、
芦
山
峁峁
遺
跡
（
陝
西
省

考
古
研
究
院
ほ
か
二
〇
一
九
）
な
ど
、
陝

晋
高
原
で
の
新
石
器
時
代
末
期
の
遺
跡
の

調
査
が
相
次
い
で
お
り
、
大
規
模
集
落
と

み
ら
れ
る
遺
跡
も
増
加
し
て
い
る
。
今
後

は
、
石
峁峁
遺
跡
と
そ
れ
ら
の
遺
跡
を
含
め

た
集
落
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
い

た
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
、
研
究
課
題
の
尽
き
な
い
、
非
常

に
興
味
深
い
地
域
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
一
六
年
と
二
〇
一
九
年
に
は
幸
運

に
も
石
峁峁
遺
跡
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
、

遺
跡
で
の
発
掘
調
査
の
様
子
や
保
存
・
展

示
の
あ
り
方
を
実
際
に
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
発
掘
調
査
と
並
行
し
て
、
一
般

に
遺
跡
を
公
開
す
る
施
設
が
す
で
に
運
営

さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
体
育
館
ほ
ど
の
大

き
さ
の
覆
屋
で
調
査
区
全
体
を
覆
い
、
天

候
や
日
照
に
左
右
さ
れ
な
い
調
査
方
法
を

実
施
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
日
本
と
の
違

い
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
た
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図５　石峁峁遺跡出土遺物の一例と関連資料

1. 双鋬鬲　　　　　（陝西省考古研究院ほか 2015）
2. 双鋬鬲　　　　　（陝西省考古研究院ほか 2015）
3. 施紅彩折肩陶罐　　　　（呂静 2014）
4. 施紅彩寛帯耳折腹陶罐    （呂静 2014）
5. 施紅彩折腹陶罐　　　　（呂静 2014）
6. 石人像　（郭物 2013）
7. オクネフ文化石人像※　（郭物 2013）
8. 玉蝗　     （王瓘林ほか 2011）
9. 玉鷹         （王瓘林ほか 2011）
10. 玉人頭（王瓘林ほか 2011）
11. 玉虎頭（王瓘林ほか 2011）
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記
憶
が
あ
る
。
一
方
で
、
城
郭
の
石
積
み

の
崩
落
や
塩
害
な
ど
も
生
じ
て
お
り
、
今

後
の
遺
跡
保
存
の
方
法
に
つ
い
て
担
当
者

が
方
針
決
定
や
対
応
策
に
苦
慮
し
て
い
る

現
状
も
教
え
て
い
た
だ
い
た
。

　

現
在
は
海
外
と
の
往
来
が
難
し
い
時
勢

で
あ
る
が
、
近
い
う
ち
に
考
古
学
と
保
存

科
学
の
両
分
野
で
共
同
研
究
を
お
こ
な
え

る
よ
う
な
未
来
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
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六
期

呂
静
二
〇
一
四
『
陜
北
史
城
研
究
』
文
物
出
版

社

　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
一
二
月
末

か
ら
休
館
し
て
い
ま
し
た
が
、
来
る
一
一

月
三
日
に
約
三
年
ぶ
り
に
再
開
館
し
ま
す
。

常
設
展
示
は
「
大
和
の
考
古
学
」
を
踏
襲

し
て
い
ま
す
が
、
展
示
ケ
ー
ス
、
演
示
台
、

照
明
、
展
示
パ
ネ
ル
な
ど
を
改
め
、
最
新

の
発
掘
調
査
成
果
も
反
映
さ
せ
ま
し
た
。

観
音
寺
本
馬
遺
跡
の
土
偶
、
ホ
ケ
ノ
山
古

墳
や
黒
塚
古
墳
な
ど
の
前
期
古
墳
の
遺
物

群
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
・
高
松
塚
古
墳
壁

画
の
複
製
陶
板
な
ど
、
新
た
な
仲
間
た
ち

を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
一
一
月
三
日
（
水
・
文
化
の
日
）】

一
〇
時
一
般
観
覧
者
入
館
開
始

一
八
時
ま
で
開
館
延
長
（
入
館
は
一
七

時
三
〇
分
ま
で
）　

当
日
入
館
無
料〔
一
一
月
一
三
日（
土
）、

一
四
日
（
日
）
も
入
館
無
料
〕

【
一
一
月
四
日
（
木
）
以
降
】

九
時
開
館　

一
七
時
閉
館
（
入
館
は
一

六
時
三
〇
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
火

曜
日
）、
年
末
年
始
（
一
二
月
二
八
日

～
一
月
四
日
）、
臨
時
休
館
日
（
博
物

館
の
指
定
す
る
日
）

（
所
内
異
動　

令
和
三
年
六
月
一
日
付
）

高
橋
幸
治　

�

調
査
部
調
査
課
調
査
第
一
係

指
導
研
究
員

　
　
　
　

→�

企
画
学
芸
部
学
芸
課
学
芸
係

指
導
研
究
員

（
退
職　

令
和
三
年
七
月
三
一
日
付
）

木
村
結
香　

�

調
査
部
調
査
課
調
査
第
二
係

主
任
技
師

　
　
　
　

→�

志
木
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課

（
転
出　

令
和
三
年
一
〇
月
一
日
付
）

西
村
由
紀
子　

総
務
課
主
任
主
査

　
　
　
　

→�

中
南
和
県
税
事
務
所
主
任
主

査

（
新
規
採
用　

令
和
三
年
一
〇
月
一
日
付
）

小
倉
頌
子　

�

企
画
学
芸
部
資
料
課
資
料
係

技
師

博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
案
内

オ
ー
プ
ン
案
内

　

ひ
と
の
動
き

　

ひ
と
の
動
き

　

研　

　

研　

������
������

修修

　

三
郷
町
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
同
町
環

境
整
備
部
も
の
づ
く
り
振
興
課
埋
蔵
文
化

財
技
師
の
孕
石
貴
也
氏
が
、
六
月
一
日
か

ら
九
月
三
〇
日
ま
で
当
研
究
所
調
査
課
で

研
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
郷
町
で
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。
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